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要 約

ASD傾向を構成する５つの特性が、どのようなソーシャルサポートに影響を及ぼすかを

検討するとともに、これを介してレジリエンスの高さにどのような影響を及ぼすかについ

て検討することを目的に、１５０人の女子大学生を対象とした質問紙調査を実施した。

使用した尺度は、自閉症スペクトラム指数日本語版、大学生用ソーシャルサポート尺

度、精神的回復力尺度であった。これらの尺度間の相関分析および重回帰分析の結果か

ら、ASD傾向が家族と友人のソーシャルサポートに及ぼす影響を検討するとともに、ASD

傾向がソーシャルサポートを媒介としてレジリエンスに影響を及ぼすモデルを探索的に作

成した。最終的なモデルは十分な適合度を有しており、以下のような関連が示唆された。

ASD特性のうち「社会的スキル」は友人の評価的サポートを介して肯定的な未来志向

に、友人の情緒・所属的サポートを介してレジリエンスに負の影響を与えていた。「想像

力」は友人の情緒・所属的サポートを介して感情調整に負の影響を与えていた。その一方

で、「注意の切り替え」は家族の評価的サポートを介して感情調整に負の影響を与えてい

た。

またソーシャルサポートを介さず、直接的にレジリエンスに影響を与えるASD特性も認

められた。「社会的スキル」は新奇性追求と感情調整に、「注意の切り替え」は新奇性追求

と感情調整と肯定的な未来志向に、それぞれ負の影響を与えていた。一方で「細部への注

意」は肯定的な未来志向に正の影響を与えていた。

これらの結果から、ASD傾向を有する大学生において、周囲からのソーシャルサポート

が得られやすくなるように、それぞれが有するASD特性に合わせた支援を行うことによ

り、レジリエンスを高める一助となる可能性が示唆された。特に、「社会的スキル」に関

わる障害に配慮した支援を行うことは、有用だと考えられた。
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�．問題と目的
自閉スペクトラム症（Autism Spectrum

Disorder：以下ASD）は、社会的コミュニ

ケーションおよび相互関係における持続的

障害と、限定された反復する様式の行動・

興味・活動を特徴とする。また、自閉症ス

ペクトラムは広義の自閉症の概念であり、

自閉症の症状を健常者と自閉性障害者との

間に量的なスペクトラム（連続体）を仮定

するものである（Wing，１９８１）。

成人期のASDとして診断されている者

（以下ASD者）の７５％は少なくとも一つの

精神的問題を抱えていることがわかってい

る（Ghaziuddin & Zafar,２００８）。また、酒

井（２０１２）は診断には至らないASD傾向を

有する人も，精神的健康状態が悪くなりや

すいことを報告している。高林（２０１２）は

一般大学生を対象に行った質問紙調査の結

果から、ASD傾向の高さは精神健康度の低

さに影響を及ぼす影響があることを示唆し

ている。これらは、ASD閾下ケースにも臨

床ニーズがあることを示唆している。よっ

て、臨床群ではないASD傾向を有する大学

生を対象とした研究には意義があるといえ

る。

精神的健康との関連が深い概念としてレ

ジリエンスがある。レジリエンスとは、困

難で脅威的な状況においてうまく適応する

過程・能力・結果のこと（Masten et al.,

１９９０）である。ASDをはじめとした発達障

害を有していると「困難で脅威的な状況」

にさらされやすく、失敗体験や不全感を積

み重ねやすいと言われている（Szat-

mari，２０１８）。しかしASD者においても、

比較的精神的健康に過ごすことができる者

もいることから、ASDを有する人において

もレジリエンスは重要な役割を持つと考え

られている（小保方，２０１０）。また、ASD

傾向とレジリエンスとの関連についての研

究では、ASD傾向が高い者ほどレジリエン

スが低いという報告がされている（田中，

２０１３）

土田（２０１４）はASD傾向とレジリエンス

の関連を媒介する要因としてソーシャルサ

ポートに着目し、ASD傾向とレジリエンス

との関連は、ソーシャルサポートの乏しさ

によって媒介されると報告している。この

報告を考慮すると、ASD傾向を有する者に

おいて、ソーシャルサポートをより多く得

られるように支援することは、レジリエン

スを高めるうえで有用と考えられる。

ASD傾向とソーシャルサポートとの関連

を検討した先行研究では、ASD傾向が高い

者はソーシャルサポートが得られにくいこ

とが一貫して報告されている。例えば、ASD

傾向が高い大学生は、ASD傾向が低い大学

生よりも得られるソーシャルサポートが乏

しいという報告がある（金井，２０１０）。ま

た、ASD傾向が高いとソーシャルサポート

が得られるという期待が低いこと、または

ASD傾向が高い者においては他者から実際

に得るサポート量が少ない可能性や、他者

がサポートしてくれていても、それをサ

ポートであると知覚できない可能性も指摘

されている（金井，２０１０）。さらにASDの

特性を有する者は、他者の非言語行動を解

釈するのが難しいといった特徴があるため

（Ehlers & Gillgerg,１９９３）、ソーシャルサ

ポートを効果的に得られない可能性がある

と考えられる（金井，２０１０）。しかしどの

ようなASD特性が、どのようなサポート源

からの、どのような種類のサポートに影響
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を及ぼすかについては検討されていない。

青木（２０１５）は、成人期の発達障害者へ

の支援の在り方についてASD診断の有無だ

けではなく、その個人の持つASD傾向の細

やかな見立てが必要と報告している。ASD

傾向、ソーシャルサポート、レジリエンス

の関連を検討する際にも、どのようなASD

特性が、誰からの、そしてどのような種類

のサポートと関連しているのか、またASD

傾向を有する人においては、どのようなサ

ポートが、レジリエンスのどのような側面

を高めるのかについて検討することは、

ASD傾向を有する大学生への支援を考える

うえで有用だと思われる。

そこで本研究では、�ASD傾向を構成す

る５つの特性が、どのようなソーシャルサ

ポートと関連するかを検討すること、�ど
のようなソーシャルサポートがレジリエン

スの高さと関連するかを検討すること、�
ASD傾向がソーシャルサポートを媒介とし

て、レジリエンスに影響を及ぼすモデルを

検討することの３点を目的とした。

�．方法
１．調査対象者

関東圏の大学に在籍する女子大学生およ

び女子大学院生１５１名を対象とした。

２．調査時期

２０２０年７月から１１月にかけてウェブ調査

を実施した。

３．調査方法

オンライン調査ツールであるGoogleフ

ォームを使用して質問票を作成した。調査

依頼に際しては、調査についての説明文お

よび調査用のURLを送信した。

４．質問紙の内容

（１）フェイスシート

学年、年齢について尋ねた。

（２）自閉症スペクトラム指数（Autism

Spectrum Quotient : AQ）日本語版（若

林，２００４）

この尺度は、「社会的スキル」、「注意の切

り替え」、「細部への注意」，「コミュニケー

ション」、「想像力」の５因子、５０項目で構

成されている。回答法は４件法で求めた。

（３）大学生用ソーシャルサポート尺度

（片受，２０１４）

ソーシャルサポートを測定する尺度であ

る。「評価的サポート」、「情報・道具的サ

ポート」、「情緒・所属的サポート」の３因

子２３項目で構成されている。家族と友人と

いう二つのサポート源について知覚された

サポートについてそれぞれ測定する。回答

は４件法で求めた。

（４）精神的回復力尺度（小塩，２００２）

レジリエンスの状態にある者の心理的特

性を測定する尺度である「新奇性追求」、

「感情調整」、「肯定的な未来志向」の３因

子２１項目で構成されている。回答は５件法

で求めた。

５．倫理的配慮

本研究は、跡見学園女子大学の研究倫理

審査委員会での承認を得た（受付番号２０―

００７）。

�．結果
１．ASD特性およびソーシャルサポート

がレジリエンスに与える影響

AQおよび大学生用ソーシャルサポート

尺度が精神的回復力尺度に与える影響を検

討するため、強制投入法による重回帰分析

を行った。
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（１）ASD特性が家族のソーシャルサポー

トに与える影響

AQの下位尺度を説明変数、家族の大学

生用ソーシャルサポート尺度の下位尺度を

目的変数とした重回帰分析を行った。結果

をTable１に示す。

評価的サポートを目的変数とした分析で

は、Adjusted R２は．０４６（p＜．０５）であり、

AQの５つの下位尺度で家族の評価的サ

ポートの約５％を説明していた。標準化回

帰係数をみると、家族の評価的サポートに

対して細部への注意が正の影響を及ぼして

いた（β＝．１７５、p＜．０５）。

情報・道具的サポートを目的変数といた

分析では、Adjusted R２は．０６０（p＜．０５）

であり、AQの５つの下位尺度が家族の情

報・道具的サポートの約６％を説明してい

た。標準回帰係数をみると、家族の情報・

道具的サポートに対して想像力が有意な負

の影響を及ぼしていた（β＝―．２０４、p

＜．０５）。

情緒・所属的サポートを目的変数とした

分析では、Adjusted R２は．０９５（p＜．０１）で

あり、AQの下位尺度で家族の情緒・所属

的サポートの約１０％を説明していた。標準

回帰係数をみると、家族の情緒・所属的サ

ポートに対して社会的スキル（β＝―．２４０、

p＜．０５）、想像力（β＝―．１７、p＜．０５）が

有意な負の影響を及ぼしていた。

（２）ASD特性が友人のソーシャルサポー

トに与える影響

AQの下位尺度を説明変数、友人の大学

生用ソーシャルサポート尺度の下位尺度を

目的変数とした重回帰分析を行った。結果

をTable２に示す。

評価的サポートを目的変数とした分析で

は、Adjusted R２は．１３３（p＜．００１）であり、

AQの下位尺度で友人の評価的サポートの

約１０％を説明していた。標準回帰係数をみ

ると、友人の評価的サポートに対して社会

的スキルが有意な負の影響を及ぼしていた

（β＝―．３８８、p＜．００１）。

情報・道具的サポートを目的変数とした

分析では、Adjusted R２は．０９３（p＜．００１）

であり、AQの下位尺度で友人の情報・道

Table１ AQと家族の大学生用ソーシャルサポート尺度の重回帰分析
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具的ポートの約９％を説明していた。標準

回帰係数をみると、友人の情報・道具的サ

ポートに対して社会的スキルが有意な負の

影響を及ぼしていた（β＝―．４２、p＜．００１）。

情緒・所属的サポートを目的変数とした

分析では、Adjusted R２は．１８３（p＜．００１）

であり、AQの下位尺度で友人の情報・道

具的ポートの約１８％を説明していた。標準

回帰係数をみると、友人の情緒・所属的サ

ポートに対して社会的スキル（β＝―．３８５、

p＜．００１）、想像力（β＝―．２４７、p＜．０１）

が有意な負の影響を及ぼしていた。

２．ASD特性と家族・友人のソーシャル

サポートがレジリエンスに与える影響

ASD特性と家族・友人からのソーシャル

サポートがレジリエンスをどの程度予測で

きるかを検討するため、階層的重回帰分析

を行った。目的変数は精神的回復力尺度の

下位尺度（新奇性追求、感情調整、肯定的

な未来志向）とした。説明変数として第１

ステップでAQの下位尺度を投入した。第

２ステップでは家族・友人の大学生用ソー

シャルサポート尺度の下位尺度を投入して

分析を行った。結果をTable３に示す。

新奇性追求を目的変数とした結果、第１

ステップで投入したAQ下位尺度は、新奇

性追求の全分散の約２２％を説明しており

（Adjusted R２＝．２１９、p＜．００１）、注意の切

り替えは新奇性追求に有意な負の影響をお

よぼしていた（β＝―．３４５、p＜．００１）。一

方、第２ステップで投入した家族・友人の

大学生用ソーシャルサポート尺度による

R２の増分は有意ではなかった（p＜．７３５）。

感情調整を目的変数とした結果、第１ス

テップで投入したAQ下位尺度は感情調整

の全分散の１４％程度を説明し（Adjusted R２

＝．１３５、p＜．００１）、注意への切り替えが

感情調整に負の影響を及ぼしていた（β＝
―．３０７、p＜．００１）。第２ステップで投入し

た家族・友人のソーシャルサポートはAQ

下位尺度とは独立に感情調整の全分散の約

８．４％を説明しており、家族の評価的サ

ポート（β＝―．３２６、p＜．０１）が感情調整

に正の影響を示した。

肯定的な未来志向を目的変数とした結

Table２ AQと友人の大学生用ソーシャルサポート尺度の重回帰分析
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果、第１ステップで投入したAQ下位尺度

は肯定的な未来志向の全分散の１９％程度を

説明し（Adjusted R２＝．１９０、p＜．００１）、

社会的スキル（β＝―．３４６、p＜．００１）と注

意の切り替え（β＝―．１９１、p＜．０５）が感

情調整に対して負の影響、細部への注意

（β＝．１９９、p＜．０５）が正の影響を示し

た。また第２ステップで投入した家族・友

人のソーシャルサポートはAQ下位尺度と

は独立に全分散の約８％を説明しており、

友人の評価 的 サ ポ ー ト（β＝．２８２、p

＜．０５）が肯定的な未来志向に有意な正の

影響を及ぼしていた。

３．ASD傾向がソーシャルサポートを介

してレジリエンスに影響を及ぼすモデル

の検討（共分散構造分析）

（１）モデルの作成

ASD傾向がソーシャルサポートを媒介と

して、レジリエンスに影響を及ぼすモデル

を検討するため、共分散構造分析（最尤推

定法）を行った。先行研究および重回帰分

析・階層的重回帰分析の結果を元に、探索

的にモデル作成した。Figure１が予想され

たパス図である。同一尺度の下位尺度間に

有意な相関がある場合は、共分散もしくは

誤差間共分散を仮定したが、モデル図が煩

雑になるためFigure１では省略して示し

た。

（２）仮説モデルに関する共分散構造分析

Figure１に示した仮説モデルについて、

共分散構造分析を行い、データとの適合を

検討した。その結果、有意ではなくなった

パスを削除し，またAmosの修正指数を参

Table３ 精神的回復力尺度を目的変数とした階層的重回帰分析
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照してパスを加え、採択可能なモデルを決

定した。最終的なモデルの適合度はχ２

（５４）＝５３．５３９（p＝．４９２）、GFI＝．９５４、AGFI

＝．９１０、CFI＝１．０００、RMSEA＝０．０００と

なり十分な値を示した。最終的なモデルを

Figure２に示す。

最終的なモデル（Figure２）において、

AQの社会的スキル下位尺度得点は、友人

の評価的サポートに負の影響を与え、これ

を介して肯定的な未来志向に対して負の影

響を与えていた。また社会的スキル下位尺

度は、友人の情緒・所属的サポートに負の

影響を与えており、これを介して感情調整

に負の影響を与えていた。すなわち社会的

スキルに関わるASD特性は、友人の評価的

サポート、友人の情緒・所属的サポートを

得られにくくしており、その結果として、

レジリエンスのうち肯定的な未来志向や感

情調整が低くなっていることが示唆され

た。さらに社会的スキル得点から肯定的な

未来志向（β＝―．２２３）、新奇性追求（β＝
―．１９８）への直接的なパスが有意であり、

社会的スキルに関わるASD特性はソーシャ

ルサポートの得られにくさとは独立に、肯

定的な未来志向と新奇性追求に負の影響を

およぼしていると考えられた。

AQの注意の切り替え尺度得点は、家族

の評価的サポートに負の影響を与えてお

り、これを介して感情調整と肯定的な未来

志向に対して負の影響を与えていた。すな

わち注意の切り替えに関わるASD特性は家

族からの評価的サポートを得られにくくし

ており、その結果として、レジリエンスが

低くなっていることが示唆された。また、

Figure１ 重回帰分析をもとに作成したモデル図
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注意の切り替え下位尺度は、新奇性追求

（β＝―．３４６）、感情 調 整（β＝―．３１７）、肯

定的な未来志向（β＝―．１８０）に直接的な

負の影響を与えていた。すなわち注意の切

り替えに関わるASD特性は、ソーシャルサ

ポートの得られにくさとは独立にレジリエ

ンスに負の影響を与えていることが示唆さ

れた。

AQの細部への注意尺度得点は、家族・

友人のソーシャルサポートに有意な影響を

示さなかったが、肯定的な未来志向（β
＝．１３４）に直接的な正の影響を示した。す

なわち細部への注意に関わるASD特性は他

のASD特性とは異なり、レジリエンスに正

の影響を与えていることが示唆された。

AQの想像力尺度得点は、友人の情緒・

所属的サポートに負の影響を与えており、

これを介して感情調整に対して負の影響を

与えていた。すなわち想像力に関わるASD

特性は、友人からの情緒・所属的ソーシャ

ルサポートを得られにくくしており、これ

を介してレジリエンスを低くしていること

が示唆された。

ソーシャルサポートとレジリエンスとの

関連については、家族からの評価的サポー

トと友人からの情緒・所属的サポートが感

情調整に正の影響を与え、家族と友人から

の評価的サポートは肯定的な未来志向に正

の影響を与えていた。

その一方で、ごく弱い関連ではあるが、

家族からの情報・道具的サポートが感情調

整に負の影響を与えていた（β＝―．１９９）。

Figure２ ASD特性がソーシャルサポートを介してレジリエンスに寄与するモデルの共分散構造分析
χ２（５４）＝５３．５３９、p＝．４９２、GFI＝．９５４、AGFI＝．９１０、CFI＝１．０００、RMSEA＝０．０００
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�．考察
共分散構造分析の結果、ASD傾向は、

ソーシャルサポートの得られにくさを介し

てレジリエンスに負の影響を与えるという

仮説が、部分的に指示された。一方、一部

のASD特性は、ソーシャルサポートを介さ

ずにレジリエンスに直接影響を与えるこ

と、ソーシャルサポートやレジリエンスに

ポジティブな影響を与える特性もあること

が示唆された。

１．ASD傾向が家族および友人からの

ソーシャルサポートに及ぼす影響につい

て

AQの５つの特性のうち「社会的スキ

ル」は、全ての友人からのサポートに負の

影響を及ぼしており、社会的スキルに関わ

るASD特性は、友人からのサポートを得ら

れにくくしていることが示唆された。渡辺

（１９９４）は大学生を対象に社会的スキルと

ソーシャルサポートの関連について検討し

たところ、社会的スキルが高い群は低い群

よりソーシャルサポートが得られているこ

とを報告している。本研究の結果から、ASD

特性としての社会的スキルの低さは、ASD

傾向に関わらない一般的な社会的スキルと

同様にソーシャルサポートの得られにくさ

に影響を与えていることが示唆された。

次に、「注意の切り替え」は家族の評価

的サポートに有意な負の影響を及ぼしてお

り、注意の切り替えに関わるASD特性は家

族からの評価的サポートを得られにくくし

ていることが示唆された。

次に、「コミュニケーション」は、友人

のソーシャルサポートの内、情報・道具的

サポートに対して有意な正の関連を示して

いた。相関分析による単変量解析では「コ

ミュニケーション」は、友人の評価的サ

ポート、および情緒・所属的ソーシャルサ

ポートとの間に有意な負の関連があり、情

報・道具的サポートとの間には有意な関連

が見られなかったことを考慮すると、ASD

特性としてのコミュニケーションが、友人

からの情報・道具的サポートに良い影響を

もたらすという単純な関連とは考えにく

い。この結果は、他のASD特性も高い場合

に、自分自身のASD的なコミュニケーショ

ン特性を自覚していることが、情報・道具

的サポートを得るうえでポジティブな側面

に働くことがある可能性を示唆しているの

かもしれない。この点については、再現性

も含めて、今後のさらなる研究が必要であ

ろう。

最後に、「想像力」は、友人の情緒・所

属的サポートに負の影響を及ぼしていた。

また共分散構造分析では有意なパスが認め

られなかったが、重回帰分析の結果では、

家族の情報・道具的サポート、家族の情

緒・所属的サポートにも負の影響を及ぼし

ていた。これらの結果から、想像力に関す

るASD特性は、特に情緒・所属的サポート

の得られにくさと関連していることが示唆

された。先行研究では、ASDの特性によ

り、他者の非言語行動を解釈するのが難し

いために、ソーシャルサポートを効果的に

得られない可能性が示唆されている（金

井，２０１０）。本研究の結果もこれと一致し

た結果であると考えられ、ASD特性として

想像力の乏しさがあると、情緒・所属的サ

ポートという具体的な形では示されない

ソーシャルサポートを認知しにくい可能性

がある。
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ここまでに述べたAQ下位尺度で評価さ

れるASD特性は、すべてソーシャルサポー

トを得られにくくする影響を及ぼしてい

た。しかし、AQの下位尺度である「細部

への注意」については、共分散構造分析に

おいては、家族・友人のソーシャルサポー

トのいずれとも有意な関連を示さなかった

が、重回帰分析では家族の評価的サポート

に有意な正の影響を与えていた。つまり細

部に注目する傾向の高いほど、家族からの

評価的サポートを多く認知していた。細部

への注意に関わるASD特性は、家族にはポ

ジティブに評価されやすい可能性がある。

これらの結果から、ASDの特性はサポー

トの源（家族か、友人か）、サポートの種

類により、異なる影響を及ぼすことが示唆

された。またASD特性のなかでも、サポー

トの得られにくさと特に関連が強いのが社

会的スキルであることが示唆された。これ

を考慮すると、ASD傾向を有する人に対し

て、Social Skills Traingのように社会的な

スキルを高めるような介入を行うこと、も

しくは友人からのサポートを得るにあた

り、どのように行動したらよいかといった

具体的な指針を示すことは、家族以外から

の必要なソーシャルサポートを得やすくす

ることに有意義であると考えられる。

２．家族および友人からのソーシャルサ

ポートがレジリエンスに及ぼす影響につ

いて

本研究では、サポート源やサポートの種

類により、どのようなレジリエンスに影響

を及ぼすのかについて検討した。

家族の評価的サポートは感情調整、肯定

的な未来志向に正の影響を与えていた。友

人の評価的サポートは肯定的な未来志向の

正の影響を与えていた。すなわち、評価的

なソーシャルサポートは、レジリエンス

の、特に肯定的な未来志向にポジティブな

影響を与えることが示唆された。家族や友

人から、良い側面について認めてもらえる

ことは、自分自身の未来について肯定的に

予測するうえで重要な意味を持つことが示

唆される。これらの結果から、実際の支援

において、本人が周囲から肯定的な評価を

得られやすくするように支援を行うこと、

さらに家族を始めとする重要な他者との関

係を調整することや、家族や重要な他者に

対する本人との関わり方に関するコンサル

テーションを行い、本人の良い側面に注目

してもらうことなども、本人のレジリエン

スを高めるうえで重要なのではないかと考

えられる。

共分散構造分析の結果、家族の情報・道

具的サポートは感情調整に負の影響を与え

ていた。この予想外の結果については、因

果関係の解釈は逆になるが、感情調整にか

かわるレジリエンスが低い場合に、家族か

らの情報・道具的サポートがより多く必要

になる、という関連がある可能性は否定で

きない。もしくは、Bloger（２００７）による

研究も、この予想外の関連を解釈する上で

役立つかもしれない。Bolger（２００７）は

ソーシャルサポートが最も効果的であるの

は�受け手の意識外で行われるか、�受け
手の意識内で行われるが、受け手がそれを

支援とは解釈しない程度の繊細さで行われ

る場合であるという仮説を検証するため

に、女性を対象とした実験を行った。その

結果、サポートを受けていると認識する

と、自分は能力のない人間だと考えてしま
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うため、サポートが効果的に効果しないと

述べている。家族の情報・道具的サポート

とレジリエンスのネガティブな関連につい

ては、こうした側面も影響しているかもし

れない。

一方で、友人の情報・道具的サポートは

共分散構造分析においては、新奇性追求、

感情調整、肯定的な未来志向のいずれとも

有意な関連を示さなかったが、相関分析に

よる単変量解析では精神的回復力（r

＝．３２０、p＜．０１）、肯定的な未来志向（r

＝．３２７、p＜．０１）との間に有意な正の関

連がみられた。すなわち家族の情報・道具

的サポートはレジリエンスを低くすること

があるのに対し、友人の情報・道具的サ

ポートはレジリエンスを高めることが示唆

された。このことから情報・道具的サポー

トはサポート源によってレジリエンスに与

える影響が異なることが示唆された。

共分散構造分析において、家族の情緒・

所属的サポートはレジリエンスと有意な関

連を示さなかったが、友人の情緒・所属的

サポートは感情調整に正の影響を与えてい

た。このことから友人の情緒・所属的サ

ポートはレジリエンスに正の影響を与えて

いることが示唆された。

これらの結果から、必ずしも全てのサ

ポート源、サポートの種類がレジリエンス

を高めるわけではないことが示唆された。

具体的には、家族と友人からの評価的サ

ポート、友人からの情緒・所属的サポート

は、レジリエンスを高めることに寄与する

可能性がある。一方で情報・道具的サポー

トはサポート源によってレジリエンスに与

える影響が異なることが示唆された。

３．ASD傾向が家族および友人からの

ソーシャルサポートを介して、または独

立にレジリエンスに及ぼす影響について

本研究では、重回帰分析の結果をもと

に、探索的にASD傾向が家族および友人か

らのソーシャルサポートを介して、レジリ

エンスに影響を与えるモデルを作成し、そ

の適合度を検討した。その結果、適合度の

高いモデルを採択することができた。この

結果から、ASD傾向は家族および友人から

のソーシャルサポートを介して、もしくは

直接的にレジリエンスに影響を及ぼすこと

が示唆された。

ただし、このモデルにおいては、レジリ

エンスの各側面の重相関係数は、いずれも

２０％をやや超える程度であり、高いとは言

えないものであった。すなわち、女子学生

のレジリエンスについては、ASD傾向、

ソーシャルサポート以外の要因も多くかか

わっており、女子学生のレジリエンスの予

測モデルとしては必ずしも十分ではないこ

とにも留意することが必要である。

以下に、AQで評価されるASD傾向の各

側面が、どのようなソーシャルサポートを

介して、レジリエンスに影響を与えるかに

ついて、考察を行う。AQの５つの特性の

内、「社会的スキル」は、友人の評価的サ

ポートに負の影響を与え、これを介して肯

定的な未来志向に対して負の影響を与えて

いた。また「社会的スキル」は、友人の情

緒・所属的サポートに負の影響を与えてお

り、これを介して感情調整に負の影響を与

えていた。すなわち社会的スキルに関わる

ASD特性は、友人の評価的サポート、友人

の情緒・所属的サポートを得られにくくし

ており、その結果として、レジリエンスの
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うち肯定的な未来志向や感情調整が低くな

っていることが示唆された。

次に、「注意の切り替え」は、家族の評

価的サポートに負の影響を与えており、こ

れを介して感情調整と肯定的な未来志向に

対して負の影響を与えていた。すなわち注

意の切り替えに関わるASD特性は家族から

の評価的サポートを得られにくくしてお

り、その結果として、レジリエンスが低く

なっていることが示唆された。

次に、「想像力」は、友人の情緒・所属

的サポートに負の影響を与えており、これ

を介して感情調整に対して負の影響を与え

ていた。すなわち想像力に関わるASD特性

は、友人からの情緒・所属的ソーシャルサ

ポートを得られにくくしており、これを介

してレジリエンスを低くしていることが示

唆された。

以上の結果から、社会的スキル、注意の

切り替え、想像力に関わるASD特性の高さ

はソーシャルサポートを介してレジリエン

スを低くしていることが示唆された。その

ため、それぞれの特性に対し、社会的スキ

ルに対しては友人の評価的サポート、友人

の情緒・所属的サポートを、注意の切り替

えに対しては家族の評価的サポートを、想

像力に対しては友人の情緒・所属的サポー

トが得られる支援をしていくことが有益で

あると推察される。

さらに「社会的スキル」から肯定的な未

来志向、新奇性追求への直接的なパスが有

意であり、社会的スキルに関わるASD特性

はソーシャルサポートの得られにくさとは

独立にレジリエンスに負の影響をおよぼし

ていることが示唆された。また、「注意の

切り替え」も、新奇性追求、感情調整、肯

定的な未来志向に直接的な負の影響を与え

ていた。すなわち注意の切り替えに関わる

ASD特性の高さは、ソーシャルサポートの

得られにくさとは独立にレジリエンスに負

の影響を与えていることが示唆された。

ASD傾向が高い者ほどレジリエンスが低く

なることがみられた結果は先行研究と一致

した結果である（田中，２０１３）。

「細部への注意」は、家族・友人のソー

シャルサポートに有意な影響を示さなかっ

たが、肯定的な未来志向に直接的な正の影

響を示した。すなわち細部への注意に関わ

るASD特性は他のASD特性とは異なり、レ

ジリエンスに正の影響を与えていることが

示唆された。この結果から、細部への注意

に関わるASD特性の高さを本人がポジティ

ブに捉えているとレジリエンスが高まる可

能性があると考えられる。すなわち、ASD

特性を有する者はASD特性の高さによって

レジリエンスを低くすることを意味するの

ではなく、ASDの特性によってレジリエン

スを低くすることもあれば高くすることも

あることが示唆された。具体的には社会的

スキル、注意の切り替えはレジリエンスを

低くし、細部への注意はレジリエンスを高

くすることが推測される。有するASD特性

に合わせた支援を行っていくことでレジリ

エンスが高まると考えられる。

一方で、池田（２０１５）は一般大学生を対

象にASD傾向と抑うつ（指標となっている

BDI―�を使用）の関連について検討した
ところ、細部への注意は抑うつに負の影響

を与えることを示唆している。特にBDI―

�の下位尺度である「身体的・感情的要
素」に影響することを示唆している。たと

えば、不快な身体感覚への注意のとらわれ
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によって、少しの体の不調に対しても過剰

に反応してしまい、そこに注意の焦点が当

てられることによって不安感や抑うつ感が

高まり、さらにネガティブな感情や不快な

身体感覚にとらわれることになると考えら

れる。

本研究の結果と池田（２０１５）の報告をふ

まえると、細部への注意は不快な身体感覚

へのとらわれと関連して、精神的健康にネ

ガティブな影響を与えうるものの、細部に

注意を向けること「ができる」というポジ

ティブな特性としても捉えることができ、

特に家族からは本研究と先行研究におい

て、細部への注意が精神的健康およぼす影

響には異なる結果が得られていることが示

唆された。このことから細部への注意は精

神的健康にポジティブな影響を与えること

もあればネガティブな影響を与えることも

あることが示唆された。

�．おわりに
本研究の結果から、ASD傾向を有する者

はASD者と同様にソーシャルサポートの得

られにくさ、レジリエンスに負の影響を与

えることが示唆された。このことから、た

とえ未診断でもASD傾向を有する者には

ASD者と同様に支援ニーズがあることが改

めて確認された。また５つのASD特性が

ソーシャルサポートとレジリエンスに与え

る影響について詳細に検討したところ、特

に社会的スキルに関わるASD傾向が、ソー

シャルサポートの得られにくさを介してレ

ジリエンスに影響を及ぼしていること、さ

らにレジリエンスに直接の影響を与えてい

ることが示唆された。そのため、ASD特性

の中でも特にソーシャルスキルに注目した

支援は、ASD傾向を有する者の生きやすさ

に役立つ可能性がある。

また，様々なソーシャルサポートの中で

も家族と友人からの評価的サポートがレジ

リエンスに及ぼす影響が大きかったことか

ら、本人が周囲の人に認められる体験をす

ることが重要ではないかということが示唆

された。

また，特性やソーシャルサポートによ

り、レジリエンスにポジティブな影響を与

えることもあればネガティブな影響を与え

ることもあることが示唆された。ASD傾向

を有する者に対し、どのASD特性が本人の

困り感を助長させているかをアセスメント

し、特性に合わせた支援、ソーシャルサ

ポートが得られる支援を行うことで、レジ

リエンスを高める一助となることが示唆さ

れた。

�．本研究の限界と今後の課題
最後に本研究の限界と今後の展望を述べ

る。本研究の対象者は女子学生のみであっ

た。しかし、先行研究では、和田（１９８９）

は、男性は女性よりも有意にソーシャルサ

ポートを受けがたいという結果が得られて

いること、若林（２００４）は、ASD傾向は女

性より男性の方が高くでる結果が得られて

いることなど、性差があることを示してい

る。そのため今後は性差を考慮して検討を

行っていくべきである。

また、本研究ではレジリエンスを「困難

状況において苦痛を感じながらも、その後

の適応的な回復を導く心理的な特性および

能力」と定義したが、レジリエンスは様々

な定義で研究が行われている。また、今回

作成されたモデルはR２が低いことから、
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レジリエンスは今回含めたモデルに含めな

かった要因があると考えられる。そのた

め、レジリエンスについて更なる検討が必

要である。
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